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インターンプロジェクト‧ミッションについて

1 DXに対する社員の意識変化を⽣み出す仕掛けの設計‧実施
会社全体でDXを推進していくために、社員1⼈ひとりにどんな視点‧意識を持ってもらえれば良いかを可視化。そのうえで⾯
⽩がって前のめりに取り組んでもらうための仕掛けを設計。

2 社内課題への解決策の提案
現場で起きているリアルな課題を1つでも多く解決していくため、解決策を提案。

3 DX推進室の社内PR
各事業部のキーパーソンと積極的にコミュニケーションをとりながら、DX推進室を社内にPR。
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（１）DXに対する社員の意識
変化のための取り組み

1 業務‧DXの認識に対するアンケート 

DXに対する認識、⼤変な業務、時間がかかる業務の洗い出しAI
活⽤業務アンケート（回答） - Google スプレッドシート

2 興味関⼼を引き出す勉強会
 DXをするうえで、重要なツールとなるAIのすごさを紹介する勉
強会でデジタルに漠然と興味を持ってもらった。AI講座 | 
Gamma

3 ITリテラシー‧DXの認識に対するアンケート 

「DXに対して、まったく興味がない層は前回のアンケートや勉
強会ではアプローチできていないのではないか」ということ
で、紙のアンケートを⽤いたり質問を平易な⾔葉にしたりし
て、より多くの⼈の意⾒を反映した。アンケート - Google ス
プレッドシート

4 社内資料（DXに対する意識改⾰‧ITリテラシー向
上‧DX推進室の広報） 

上記のアンケート結果をまとめると多くの⼈が興味‧関⼼はあ
った。⼀⽅DX推進のための次のフェーズであるITリテラシーの
部分で⼤きな個⼈差があるとわかった。よって、インターンの
⽬的（興味関⼼を起こす）を超えて、ITリテラシーの底上げ、
DXに対して興味を持ってもらうためのスライドを作成した。

https://docs.google.com/spreadsheets/d/12nbYEIitZZ4UXw6_GpvQ5jHDeBZYkZPG92zeOmCHHuY/edit?pli=1&gid=622642578#gid=622642578
https://docs.google.com/spreadsheets/d/12nbYEIitZZ4UXw6_GpvQ5jHDeBZYkZPG92zeOmCHHuY/edit?pli=1&gid=622642578#gid=622642578
https://gamma.app/docs/AI--8vvxlbbue0w8quy?mode=doc
https://gamma.app/docs/AI--8vvxlbbue0w8quy?mode=doc
https://docs.google.com/spreadsheets/d/10p-YEKbZQV_TXkzfCTwpIJF59tb0qMi_UAcVyQD7uoA/edit?gid=1816174030#gid=1816174030
https://docs.google.com/spreadsheets/d/10p-YEKbZQV_TXkzfCTwpIJF59tb0qMi_UAcVyQD7uoA/edit?gid=1816174030#gid=1816174030
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社内アンケート―実施概
要と主な結果
■ 実施概要‧⼯夫した点

1回⽬（回答数：32名）

通知⼿段：LINE WORKSのみ

回答者が少なく、デジタルへの関⼼層に偏りがち

2回⽬（回答数：84名）

紙アンケートを作成し、各事業部で直接呼びかけ

ほとんどの設問を選択式に変更 → 回答しやすさを向上

幅広い⽴場‧年代から回答が得られた

■ 主な回答結果

85％以上が「デジタル化による業務効率化」や「デジタル
ツールの利⽤」に魅⼒を感じる

⼀⽅で、ITリテラシーへの不安を抱える声が多数

   ※⼆回⽬のアンケート結果より抜粋
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勉強会 — おやつ会で学ぶ
AI＆DX
■ 実施概要

AI‧DXの基礎を気軽に体験してもらうために、おやつ会形
式の勉強会を開催

開催⽇：2⽉20⽇、参加者：20名

おやつを⽤意し、雑談しながら学べる雰囲気づくりに⼯夫

■ 成果（アンケート結果）

意識変化率：約90％

「AIを使って画像や資料が簡単にできる実例が⾯⽩い」「お
やつがあると参加しやすい」などの声

堅苦しさを感じず、デジタルへのハードルが下がったという
感想が多かった
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社内向けDX資料の作成
■ 作成の背景 / ⽬的

DXの概念やメリットを伝えるため

デジタルに苦⼿意識がある層へのアプローチとして、⽤語を
やさしく解説する資料を⽤意

実際に「みんなが普段使っているもの」に着⽬して、DXを
⾝近に感じてもらう狙い

■ 社内資料の中⾝‧⼯夫した点

⽤語の丁寧な解説1.

OS、ブラウザ、クラウド、AIなど

なるべく専⾨⽤語を使わず、⽇常例を交えて紹介

⾝近なDX事例をピックアップ2.

「タイムカードをピッとかざす」「スマホ決済」など、誰
もが知っているサービスを例⽰

紙∕デジタル両⽅で配布（予定）3.

印刷したものを社内で回覧

PDF化し、LINE WORKSなどでも共有
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（２）社内課題への解決策の提案

1 業務別勉強会
スライド作成や、Excel作業など、業務別での課題解決のためのハンズオン研修を求める声が多かった。このようなそれ
ぞれの社内課題に対する解決策の提案という形で、業務別勉強会を実施した。

2 勉強会のアーカイブ
ITリテラシーの底上げという社内課題に対して、勉強会のアーカイブ動画を残し、当⽇参加できなかった⼈も学べるよ
うにした。

3 ITリテラシー底上げのためのロードマップ
DXを推進していくための準備段階として、ITリテラシーの底上げが必要で、そこの個⼈差が社内課題としてあった。そ
こで、今後社内全体でDXを推進していけるようにロードマップを作成した。
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業務別勉強会
■ ⽬的‧背景

現場から「業務のここが⼤変」「もっと効率化したい」といった
具体的な声が多く寄せられました。
その声に応える形で、業務に直結する内容をテーマに、3回に分
けて勉強会を開催しました。
誰でも気軽に参加できるよう、⾷堂でカジュアルにハンズオン
形式で実施しました。

■ 実施内容（3本⽴て）

 ChatGPTハンズオン講座（3/3）

ChatGPTの登録〜基本操作を⼀緒に実践

プロンプトのコツを学び、AIの⼒を体感

対象：AIに興味がある‧初めて触る⼈

 資料作成講座（3/4）

Gmmaで資料を簡単に作成

napkinAI/recraftなど図やイラスト作成AIの紹介

対象：スライド作成に時間がかかる⼈

 Excel効率化講座（3/10）

マクロの基礎〜応⽤で作業⾃動化

ピボットテーブルで分析を効率化

対象：繰り返し作業が多い⼈
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ITリテラシーロードマップ
■ 現状分析と⽬標設定

各⾃のITスキルを正確に評価し、スキルギャップを明確化 

理解度‧習熟度に応じた個別⽬標を設定 

■ ⾃⾛を促す⼯夫

段階的ステップで⾏動を明確化

ケーススタディ＆実務直結トレーニング

定期フォローアップで進捗確認＆サポート

ピアラーニングで相互⽀援を促進

習得状況を可視化しモチベーション維持

専⽤相談窓⼝で⼼理的ハードルを低減 ロードマップ設計で遠藤さんやカネダイさんがインターン終了
後もDXを続けることができる仕組みを整備しました。
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（３）DX推進室の社内PR

1 社内資料（DXに対する意識改⾰‧ITリテラシー向上‧DX推進室の広報）
DX推進広報資料では、DX推進室の活動を載せて、社内の認知度向上につなげた。

2 キーパーソンへのインタビュー
佐藤恭⼦さん、熊⾕公男さんに直接インタビューをしたりして、DX推進室の存在をPRできた。
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ミッションの達成度：約70％

達成できた点
ロードマップ設計
 ◦ DX推進の⽬的‧ステップを整理
 ◦ 優先課題を明確にし、計画⽴案を⽀援

学びの場の提供
 ◦ 勉強会や資料共有を通じて基礎理解を促進
 ◦ 実践につながるケーススタディを導⼊

社内の現状把握
 ◦ アンケート‧ヒアリングを実施
 ◦ 各部⾨の課題や期待値を可視化

未達成の点
ロードマップの実⾏に⾄らず
 ◦ 中盤で⽅針転換が発⽣
 ◦ 実⾏フェーズに⼊る時間が不⾜

仕組み化の未完成
 ◦ DX活動の定常化や役割設計が未確⽴
 ◦ 運⽤‧改善サイクルまで構築できず

広報と巻き込みが不⼗分
 ◦ キーパーソンとの対話が限定的
 ◦ DX推進室の認知度向上に課題あり
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残した課題

1
DX未関⼼層へのアプローチ強化
DX未関⼼層へのアプローチをさらに強化する必要がある

2
ロードマップ実⾏フェーズへの移⾏
ロードマップの実⾏フェーズに進むための⽀援が必要

3
DX⽂化の定着
会社全体でDX⽂化を根付かせるための⻑期的な取り組みが求められる
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インターンの学び‧感想

1

2

3

今回のインターンを通じて、DX推進の基盤づくりには成功しましたが、次のフェーズとして実⾏と定着化に進む必要があることが分
かりました。また、要件定義の精度を上げることで、プロジェクトの⽅向転換を減らすことができると学びました。

要件定義の重要性
初めの段階で要件を詰めていたつもり
でしたが、実際に3週間⽬で⽅向転換
が発⽣し、⼗分な詰めができていなか

ったことを痛感しました。

社内の変化を起こせた実感
DXへの意識改⾰が始まり、多くの社員
がインプットの機会を求めるようにな
ったことは⼤きな成果でした。

伝え⽅‧巻き込み⼒の⼤切さ
どのように伝えれば社員が抵抗なく理
解し、実際に⾏動に移してもらえるかを
学びました。また、PDCAを回しながら
試⾏錯誤できる環境があったのは、⾮
常に貴重な経験でした。
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